
はじめに

2020年3月11日，世界保健機関（WHO）のテドロス
事務局長は，新型コロナウイルス感染症（COVID―19）
が Pandemicの状態にあるとの認識を示した．2009年の
新型インフルエンザ（Swine Flu：Pandemic H1N1/09
virus）以来の Pandemicであり，コロナウイルスによる
初めての Pandemicである．これまでに人類はさまざま
な感染症の流行を経験しており，それらの経験は古文書
や歴史書に記録され，後世に伝えられてきた．ローマ皇
帝マルクス・アウレリウス・アントニヌスの侍医ガレノ
スによって記された「アントニヌスの疫病（Antonine

Plague）」は165年にローマ帝国で大流行した感染症であ
り，その病原体は麻疹あるいは天然痘だったと考えられ
ている．奈良時代の天然痘の大流行として知られる「天
平の疫病」（735年）は，続日本紀（797年）に詳細に記
されている1）．最も有名な感性症の1つして挙げられる
「黒死病」は，急激な人口減少から封建制度にまでその
影響がおよんだ．「黒死病」は歴史的にインパクトの高
い出来事として教科書に掲載され，大学入試センター試
験においても取り上げられていた．このように過去の感
染症は書物によって伝承されてきたが，それらの記述を
科学的に検証するには限界がある．そのような過去の感
染症において，「スペイン風邪（スペイン・インフルエ
ンザ；Spanish Flu）」（1918―1920）は科学的に検証可能
な過去のパンデミックとして位置付けられている．

スペイン風邪―忘れられたパンデミック―

COVID―19禍よってスペイン風邪が注目されるように
なった．世界全体でのスペイン風邪の患者数はおよそ5
億人と推定されており，日本においては当時の内務省か
ら，23，804，673人の患者，388，727人の死亡者（致死率
1．63％）が報告されている2）．これだけの被害をもたら
したスペイン風邪は人類史上最大の Pandemicと考えら
れているが，それを題材とした小説はなく，歴史の教科
書にも取り上げられておらず，「忘れられたパンデミッ
ク」と形容されている3，4）．A.W. クロスビーは「忘れら

れた」理由として，「第一次世界大戦に対する関心がよ
り勝っていた．死亡率は，高いとはいえなかった．あっ
という間に去り，戻ってこなかった．有名な人物の命を
奪わなかった」ことを挙げている3）．日本においては，
流行が去った後に関東大震災（1923年）が発生し，首都
圏は焦土と化した．速水融は，日本では「忘れられた」
理由の1つとして，スペイン風邪は震災とは異なり「日
本の景観を変えなかった」ことを挙げている4）．過去の
災害の記録や教訓は書物や石碑など記されることで伝承
されるが，スペイン風邪についてもさまざまな形で地域
で脈々と伝承されてきたことが明らかにされており，今
後，それらの情報からスペイン風邪の再考が進むのでは
と期待される．

スペイン風邪―計量書誌学的分析―

生命科学者にとって書物や石碑に相当するものは論文
であり，過去の文献を計量書誌学的に検討することで，
スペイン風邪が科学界でどのように伝承されてきたのか
を明らかにできるのではないだろうか．計量書誌学とは
「書籍や他のコミュニケーションメディアに，数学・統
計を応用すること」と定義されてきたが，近年，さらに
学術文献，書籍や雑誌の記事を対象に計量的に解析・分
析，研究する学問となってきた5）．研究者にとって馴染
み深い「インパクトファクター」も計量書誌学的分析の
1つである．
検索語「“Spanish influenza” OR “Spanish Flu”」とし

て1919年から2021年までの論文を PubMed（https://pu

bmed.ncbi.nlm.nih.gov/）で検索すると520報がヒットす
る（図1：2021年4月の時点）．年別にみると1919年に
発表された2報以降は1958年まで0報が続き，その後，
1995年まで0～3報/年で推移した．高病原性鳥インフ
ルエンザの世界的危機感が高まってきた2005年から論文
数は増加しはじめ，2009年の新型インフルエンザのパン
デミック時に33報のピークを認めた．2020年は上記検索
で102報がヒットしたが，令和パンデミックの今，大正
パンデミックが再考された結果と考えられる．
さらに見方を変え，スペイン風邪流行時に出版された
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インフルエンザ関連論文について，それらの被引用数を
Web of Science（https://webofknowledge.com/UA）に
て検索した（1918年～1921年，検索語；influenza）．合
計出版物数619報，被引用数の合計2，957回，H-index22，
平均被引用数4．78回，引用論文数1，813だった（図2：
2020年11月時点）．新型インフルエンザパンデミック
（2009年）およびスペイン風邪100年目で被引用数のピー
クが認められた．619報の論文のうち，被引用数1位（420
回）は Goodpastureらの肺出血と糸球体腎炎に関する
論文であり，現在，Goodpasture症候群として定着して
いる自己免疫性の腎炎に関する論文である6）．この論文
は，1960年から現在まで一定の被引用数を示しており，
不変的な病態として位置付けられていると考えられる
（図3）．被引用数2位（323回）は Harrisらの妊娠中に

罹患したインフルエンザ1，350例の統計解析であり7），
2008年まで被引用数0だったが，2009年に一過性の被引
用数の増加を認めた（図3）．新型インフルエンザパン
デミック（2009年）の際，「妊娠28週以降の妊婦は特に
重症化の危険が高い」ことがWHOから発表され（http

s://www.who.int/csr/disease/swineflu/notes/h1n1_clini

cal_features_20091016/en/），それに関連する論文に引
用されたものと考えられる．
スペイン風邪の流行当時，その原因はインフルエンザ

菌と考えられており，インフルエンザウイルスが同定さ
れたのは1933年になってのことである8）．文献検索エン
ジンの発展とともに研究者は必要なタイミングで必要な
研究を知ることが可能となった．そのことによって過去
の研究を現代の科学で検証することができるようにな
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図1 PubMed サーチ
“Spanish influenza” OR “Spanish Flu” にてヒットした論文数の推移

図2 Web of Science サーチ
1918年～1921年に発表された“influenza”をキーワードに含む論文の被引用回数の推移（全論文を対象）
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り，科学の蓄積・堆積が進んできたといえる．

終わりに

2020年3月，Natureに報告された COVID―19の原因
ウイルスの同定に関する論文9）は，現在，被引用回数5000
回を超えている（https : //www.nature.com/articles/s41

586-020-2012-7/metrics）．PubMedにて “COVID―19” を
検索すると，2020年は90，848報がヒットし，さらに2021
年はすでに50，000報を超えている．文献検索エンジンに
収録される雑誌数や論文数は，ここ数年で急激に増加し
ており，被引用回数のみを指標として長期にわたって比
較・分析することには限界がある．また，現在の研究の
未来の評価を知るためには，10数年から数10年待たなく
てはならないのかもしれない．しかし，COVID―19禍の
最中に大きなインパクトを残した研究や直近では引用回
数が少なくインパクトの低い研究が，それぞれどのよう
に今後，評価されていくのか興味深い課題である．
COVID―19に関する情報過多の現状，大正パンデミック
の計量書誌学的解析から，後世に伝承されるべき令和パ
ンデミックの教訓を取捨選択できるのではと考えている．
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図3 Web of Science サーチ
1918年～1921年に発表された “influenza” をキーワードに含む論文の被引用回数の推移（被引用回数第1位および第2位）
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